
食育の一層の推進
を図り、食品ロス
への自治体におけ
る取組を後押し

社会的課題に対応するための学校給食の活用

【新規事業モデルの研究開発】
学校給食を取り巻く諸課題について、既存
の手法や試みによらず、より効果的な解決
を行う事業モデルの研究開発を行う。

学校給食には、適切な栄養の摂取による健康の保持増進や食に関する指導での活用に加え、食品ロスの
削減、地産地消の推進、伝統的な食文化の継承などの社会的な課題・要請への対応が求められている。
本事業では、学校給食の活用を通して課題の解決等に資するための事業を実施する。

事業概要

課題・要請
【先進事例の効果検証】

特色のある取組、高い成果を上げている地
域や学校の事例を条件の異なる他の地域で
再現実験し効果を検証。その結果を汎用的
な事業モデルとしてまとめ、全国の自治体
に共有する。

食品ロス
削減

地産地消
の推進

伝統的
食文化継承

地場産物を食に関
する「生きた教
材」として活用し、
地産地消の有効な
手段を構築

学校給食における
郷土料理等の献立
の提供機会の拡大
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食品ロス削減に向けた文部科学省の取組 平成２８年９月２６日
文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課

食に関する指導の手引
第一次改訂版

（平成22年３月,文部科学省）

◆社会的課題に対応するための学校給食の活用事業（モデル事業）

学校給食に求められている食品ロスの削減、地産
地消の推進、伝統的な食文化の継承などの社会的
な課題解決に資するためのモデル事業
（平成28年度～）

平成28年度は13地域で実施
うち、食品ロス削減の取組は以下４地域
北海道網走市
山形県高畠町
福島県国見町
宮崎県小林市・川南町

◆食に関する指導

学校における食育の取組の中で給食の時間等
に「食物を大事にし、食物の生産等にかかわる
人々への感謝する心をもつ」ことを指導

【指導内容の例】

感謝の気持ちの表れとして、残さず食べたり無駄
なく調理したりすること。 小学生用食育教材

たのしい食事つながる食育
（平成28年２月,文部科学省）
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